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はじめに :従来,食 道癌治療においては外科手術,

化学療法,放 射線療法などを組み合わせた集学的治療

が行われてきたが,最 近,そ の治療成績をさらに向上

させるため,adjuvant therapyとしてのサイトカイン

療法の導入が試みられているい。今回,著者らはその有

効性を実証する目的で食道癌治療において広く用いら

れている化学療法剤bleOmycin(BLM)と 抗腫瘍性サ

イトカインであるヒトrecombinant TNF(rH‐TNF:

PT‐050大日本製薬)との併用効果をヒト食道癌培養細

胞を用いin vitroの実験系で検討したので報告する。

実験材料および方法 :実験材料には当教室でこれま

でに樹立しえたヒト食道癌培養細胞株,SGF‐4,SGF‐

5の 2株 を用いた。細胞を96穴マイクロカルチャープ

レートに播種し24時間培養後,BLMお よびrH_TNF

含有培地を加え,BLM O,0.1,1″ g/ml,rH‐TNFO,

10,100,1,000JRU/mlに おいてそれぞれの単独群お

よび併用群を作製し, さらに72時間培養した。細胞傷

害性の判定は,培養終了後 crystal viOletを用いたdye

uptake法りにより行い,対 照に対する比率で%cell

growthを算出した。相乗効果の判定は,BLMお よび

rH‐TNF単 独投与群の%cell grOwthをそれぞれ掛け

合わせた値を期待値とし期待値と実測値との差が2SD

をこえた場合,相 乗効果ありとした,

結果 i SGF‐4で は BLM O.1,1″ g/mlと rH_TNF

10,100,1,000JRU/mlとのすべての併用群で,ま た

SGF‐5では BLM O.1″ g/mlと rH‐TNF 100, 1,000

JRU/mlと の併用およびBLM lμg/mlと rH‐TNF

10,100,1,000JRU/mlとの併用で抗腫瘍性相乗効果

が認められた (Table).
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Table Antiprbliferative activity of BLM and rH・

TNF in combination against SGF‐4 and SCF‐5
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相乗効果が得 られたことから,両 者の併用はその治療

効果を高め, さらに双方の単独投与に比べ副作用を軽

減する可能性を有すると考えられる.食 道癌治療にお

いては根治手術の積極的な徹底化 とともに化学療法の

強化,放 射線療法の併用など種々の試みがなされてい

るが,その予後を著明に向上させるには至っておらず,

さらに新たな治療法の開発が必要である。TNF療 法

の食道癌集学的治療への導入は治療成績向上のための

1方法として有効であると考えられた。
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